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地域と福祉をむすぶ  　吉田福祉会広報誌

〒959-0242  新潟県燕市吉田大保町25-15
TEL 0256-93-6464　FAX 0256-77-8412

30th Anniversary
特集 30周年アリガトウ
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サンちゃんの
サンちゃんの

ボランティアをありがとうボランティアをありがとう

きららおひさまこども園で働く、
ニコニコ笑顔が素敵な「いちご組担任　齋藤美咲先生」です！！

子どもたちの日々の成長や笑顔を見ることができ、毎日が楽しい

です！もちろん大変なこともありますが、保育教諭になって本当

に良かったと感じています。

“柔軟性”だと思います。子どもたちや保護者の方たちの気持ちや求めること

を柔軟に受け止め、状況に応じ、視野を広げて物事を見ることができる保育教

諭になりたいです。

絵本や紙芝居の読み聞かせです。小さいころから本が大好きで、

子どもたちにもお話が伝わるよう、自分なりに演じて読み聞かせ

ています。

Q 1 実際に保育教諭として働いてみて、感じたことはありますか？

Q2 先生の得意なことはなんですか？　

Q3 保育教諭には何が一番必要だと思いますか？

音楽クラブ
（阿部 佳代子さま）
　平成２年頃から毎月２回、
太陽の園へ来ていただいてい
る、音楽ボランティアのレ
ジェンドです！
　キーボードの弾き語りで、
唱歌や昭和歌謡を利用者さん
と一緒に歌い、歌の楽しさを
伝えてくださっています。

皆さんの善意に感謝いたします!!

・渡辺 保雄 さま　介護用ベッド

・加藤 和芳 さま　リクライニング車イス

・燕市社会福祉協議会 さま　介護用オムツ

・㈱山下家具店 さま　羽毛布団

・㈱新印青果西部卸売市場 さま

　新印新潟中央青果㈱ さま　　   
果物

・越後吉田ライオンズクラブ さま

・川﨑 正春 さま

（平成29年9月～平成30年2月）

寄附物品

寄附金

編集後記

春ですね～❀私が毎年楽しみにし

ているフルーツトマト旬の時期で

す！そのまま食べても美味しいの

ですが、カプレーゼにしたりカッ

テージチーズを添えていただいて

います～。みなさんもよかったら

お試しくださ～いヽ (*´∀`*)ﾉ　

　　　　　　　　　　　　　小林

この冬は、大雪にインフルエン

ザ大流行に強風に、大変でした

ね。そんな中、何度か今回の記

事の写真を撮りに出かけ、苦労

もしましたが、こうして無事に

作り上げることができてほっと

しています。暖かくなってきた

のはうれしいですが、同時に今

度は花粉との戦いが始まりまし

た…頑張って耐えます(ง `ω´)ง
　　　　　　　　　　　　杉本

施
設
一
覧

11

アコーディオン演奏
（山崎 紘一さま）

　毎月、みなみよしだへ演奏
しに来ていただいています。
童謡から歌謡曲まで、幅広い
レパートリーでいつも楽しま
せてくださいます。

検 索吉田福祉会

P5　統括たちが語る30年の想い

P6　吉田福祉会が思い描く物語

P7　新しい保育園が仲間入り

P1　地域の皆さんへ

P2　30周年記念事業

P3　30年のあゆみ

P8　   カメラキャッチ

P9　   皆さんからのアンケート結果

P11　スタッフ突撃インタビュー他
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　拝啓　吉田福祉会が、この地で産声を
上げて「30 年」になりました。利用者、
ご家族のご理解とご協力、地域の方々や
関係機関の皆さまに支えられ、ここまで
来ることができましたことに心から感謝
申し上げます。
　今後もますます進む高齢社会。吉田福
祉会は、この 30 年間の実績を生かし、「お
役にたつ心」を大切にし、そして「みん
なの笑顔」のために、「吉田福祉会があっ
てよかった」と言っていただけるように、
地域に根差した法人として、これからも
精進していきます。　　　　　　  敬具
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≪職員数と収入≫

吉田地区の皆さんへ

平成 30 年５月
　　　社会福祉法人 吉田福祉会　役職員一同

お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
を
こ
め
て
〝30
周
年
記
念
事
業〞

案内者（155名）を招いて、記念式典を行います。

と　き　

ところ　
≪第1部≫
　　式　典　2時～2時40分
≪第2部≫
　　講　話　2時50分～3時30分
　　講　師　伊勢みずほ 氏（アナウンサー）
　　演　題　“人として妻として、
　　　　　　  アナウンサーとして
　　　　　　　   今、みずほの生きる道”

記念式典を開催

記念講演会を開催

　笑いあり、涙ありのトークショーです。あな
たの心が、きっと元気になることでしょう。来
場をお待ちしています。

・と　き　
　　　　　　午後 2 時～ 3 時 15 分
　　　　　　( 開場　午後 1 時 )
・ところ　吉田産業会館 ( 大ホール )

・講　師　島 田 洋 七 氏 ( タレント )
・演　題　

①定員 700 名。
　ただし入場整理券が必要です。
　入場整理券は、吉田福祉会の各施設、または
　法人本部にあります。直接窓口にお越しにな
　るか、または電話・FAX で申し込みください。
②手話通訳、要約筆記、優待席（車イス等）、保
　育ルームの用意がありますので、希望される
　方は 5/25（金）までに法人本部 (☎93-6464)
　へご連絡ください。

入場無料です !

1

2

1

2
4施設イベントで感謝記念品を配布

　地域の皆さんに感謝を込めて、太陽夏まつり・
きららまつりなど、法人の各施設で行われるイ
ベントのときに、来場の皆さんに「感謝記念品」
を配布します。

4

6陽だまりを吉田地区へ全世帯配布

　年 2 回 (4 月・10 月 ) 発行の吉田福祉会の広
報誌 “陽だまり” を、昨年 5 月号から、自治会
長さんのご理解をいただき、吉田地区に全世帯
配布しています。

6

5 クリアファイルを吉田地区へ全世帯配布

　吉田福祉会を身近に感じてほしいとの想いか
ら、かわいいイラストの「クリアファイル」を
作成し、吉田地区の全世帯に配布します。ぜひ
活用してください。

5

7 法人パンフレットをリニューアル

　皆さんに手に取っていただこうとの想いか
ら、昨年 5 月、「絵本タッチ（20 ページ）」の
パンフレットにリニューアルしました。希望者
は、いつでも法人本部にご連絡ください。( 無
料でお届けします )

7

ホームページを全面リニューアル33
　吉田福祉会のホームページも、作成してから
かなりの年月が経ちました。情報も増え、時代
に即しているものにするため全面リニューアル
します。親しみやすく、わかりやすいものに整
理して、12 月には完成予定です。

平成30年６月１日 (金)

平成30年６月17日 (日 )

　午後 2 時～ 3 時 30 分
吉田公民館 (3 階ホール )

笑顔で
生きんしゃい。

12

がばいばあちゃんが
　　　　教えてくれた生き方
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と　き　

ところ　
≪第1部≫
　　式　典　2時～2時40分
≪第2部≫
　　講　話　2時50分～3時30分
　　講　師　伊勢みずほ 氏（アナウンサー）
　　演　題　“人として妻として、
　　　　　　  アナウンサーとして
　　　　　　　   今、みずほの生きる道”

記念式典を開催

記念講演会を開催

　笑いあり、涙ありのトークショーです。あな
たの心が、きっと元気になることでしょう。来
場をお待ちしています。

・と　き　
　　　　　　午後 2 時～ 3 時 15 分
　　　　　　( 開場　午後 1 時 )
・ところ　吉田産業会館 ( 大ホール )

・講　師　島 田 洋 七 氏 ( タレント )
・演　題　

①定員 700 名。
　ただし入場整理券が必要です。
　入場整理券は、吉田福祉会の各施設、または
　法人本部にあります。直接窓口にお越しにな
　るか、または電話・FAX で申し込みください。
②手話通訳、要約筆記、優待席（車イス等）、保
　育ルームの用意がありますので、希望される
　方は 5/25（金）までに法人本部 (☎93-6464)
　へご連絡ください。

入場無料です !

1

2

1

2
4施設イベントで感謝記念品を配布

　地域の皆さんに感謝を込めて、太陽夏まつり・
きららまつりなど、法人の各施設で行われるイ
ベントのときに、来場の皆さんに「感謝記念品」
を配布します。

4

6陽だまりを吉田地区へ全世帯配布

　年 2 回 (4 月・10 月 ) 発行の吉田福祉会の広
報誌 “陽だまり” を、昨年 5 月号から、自治会
長さんのご理解をいただき、吉田地区に全世帯
配布しています。

6

5 クリアファイルを吉田地区へ全世帯配布

　吉田福祉会を身近に感じてほしいとの想いか
ら、かわいいイラストの「クリアファイル」を
作成し、吉田地区の全世帯に配布します。ぜひ
活用してください。

5

7 法人パンフレットをリニューアル

　皆さんに手に取っていただこうとの想いか
ら、昨年 5 月、「絵本タッチ（20 ページ）」の
パンフレットにリニューアルしました。希望者
は、いつでも法人本部にご連絡ください。( 無
料でお届けします )

7

ホームページを全面リニューアル33
　吉田福祉会のホームページも、作成してから
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平成元年開設

太陽の園
・特別養護老人ホーム
　（定員90名）
・デイサービスセンター
　（定員30名）
吉田法花堂７４０
☎０２５６－９２－３３３９

1

平成９年開設

ひまわりの園
・デイサービスセンター
　（定員32名）
・ショートステイ
　（定員20名）
吉田大保町２５－１５
☎０２５６－９２－０７５１

2

平成15年開設

さわらび
・小規模多機能センター
　（定員24名）
・グループホーム
　（定員９名）
佐渡山４１３０ー１
☎０２５６－９２－０１００

3

平成16年開設

ひのくち
・小規模多機能センター
　（定員６名）
・グループホーム
　（定員９名）
吉田７３６８番地（吉田東町）
☎０２５６－９２－０６５５

4

平成18年開設

みなみよしだ
・小規模多機能センター
　（定員24名）
・グループホーム
　（定員９名）
吉田西太田２６４ー５
☎０２５６－９２－３３４０

5

・グループホーム　吉田若生町３－２８
　　　　　　　　☎０２５６－７８－７０７７

平成21年開設

サポートハウス若生6

平成22年開設

あったかハート
・就労継続支援
　（定員20名）
・配食サービス

吉田法花堂７57番地
☎０２５６－９４－７０１０

7

～地域のお役に立ちたいと願って～

昭和63年６月８日法人設立認可

平成24年開設

あさひ
・小規模多機能センター
　（定員25名）
・グループホーム
　（定員9名）
吉田旭町１－６－２３
☎０２５６－７８－７５１０

8

平成25年開設

きららおひさまこども園
・認定こども園
　（定員280名）
・一時預り保育
・にじぐみ
・子育て支援センター
吉田東栄町３４-１０ 
☎０２５６－７８－７８０４

9

平成27年開設

きららにじぐみキッズ
児童クラブきらら

・にじぐみキッズ
　（定員10名）
・児童クラブ
　（定員80名）
吉田6141-2（吉田東栄町）
☎０２５６－７７－８８１７

10

平成27年開設

燕・弥彦医療介護センター
・在宅医療と介護の
　連携拠点

吉田日之出町１－１
（市民交流センター内２階）
☎０２５６－７７－８８５６

11

平成28年開設

長善のさと
・小規模多機能センター
　（定員24名）
・グループホーム
　（定員９名）
・シェアハウス ２棟
　（定員８名）
粟生津５５
☎０２５６－７７－８６６８

12

平成28年開設

ひまわりの園相談センター
・地域包括支援センター
・相談支援事業所
・ケアサポート
・ホームヘルプサービス
・訪問看護ステーション
吉田大保町25－15
☎０２５６－９４－７６７６

13

14 平成31年４月

     吉田西太田保育園の
　　　民営化スタート予定！！

吉田福祉会は
吉田地区全域を
みんなで支えています！

30年のあゆみ

燕 →

↑ 

新
潟

分
水 

↓

289116

施 設 の 位 置 図
（吉田地区）
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～ありがとう！皆さんのお蔭で30年～

法
人
の
統
括
職
員
が
語
る
30
年
の
想
い

出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
あ
り
が
と
う

　「介護の仕事は３Ｋ」だと言わ
れることも多いですが、介護の仕
事は「感動と感謝の２Ｋ」だと思
います。今思うと、その方の人生
の最終ステージに寄り添わせてい
ただき、たくさんの感動と感謝に
あふれた 30 年でした。「疲れてな
いか？」「ちゃんと食べているか？
」、利用者の皆さんの優しさに支
えられて仕事を続けてきました。
　平成 20 年から、法人は子育て
支援に取り組んでいます。高齢者
と乳幼児は人生のステージが違い
ますが、共通するものが多いと実
感しています。小さな子どもも高
齢者も、「大切な人」であること
が共通しているからです。これか
らも子どもたちの教育・保育、利
用者の皆さんの支援をさせていた
だきたいと思います。

　太陽の園がスタートした時に
は、在宅サービスもあまり認知さ
れていませんでした。しかし、当
時のデイサービスには、地域の皆
さんからボランティアとして関
わっていただき、とても助けられ
ていたことが、今、思い出されま
す。ひまわりの園も、地域の多く
の皆さんからおいでいただき、在
宅サービスの拠点となることがで
きたように思います。
　在宅サービスは、住み慣れた自
宅で暮らし続けていけるようサ
ポートするものです。介護等で
困ったことがあれば、いつでも相
談センターで対応いたします。お
待ちしています。

　太陽の園開設とともに、何も
わからないまま介護の仕事に飛
び込み、あっという間に 30 年を
迎えようとしています。この間、
在宅・入所施設を担当させてい
ただき、多くの方々との出会い
がありました。
　家族の話に一緒に涙を流した
りしたことも思い出されます。
様々な出会いの中で、より介護
や福祉について考え、学ぶ機会
をいただきましたことに感謝し
ています。

感
謝

感
謝

子
育
て
支
援
統
括

宮
路
絵
里

在
宅
統
括

荒
川
秀
子

太
陽
の
園 

園
長

前
山
智
明

　平成 27 年 4 月より燕市から事
業を受託、燕市医師会と協力し
ながら、在宅医療の推進や専門
職間の連携促進に取り組んでき
ました。「在宅療養の出前講座」
では、地域の皆さんとの貴重な
情報交換の機会をいただき、感
謝しています。在宅療養という
選択が叶う地域となれるよう、
さらに尽力いたします。

燕・
弥
彦
医
療
介
護
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長

服
部
美
加

　長年の高齢分野での出会いを通
し、人生経験豊富な利用者の皆さ
んに育てていただきましたことに
感謝しています。現在、人生の大
切な根っこを作る時期の子育て分
野に関わらせていただいていま
す。大きな責任を感じながらも、
可愛い子どもたちと日々過ごせる
ことに感謝し、地域の子育ての力
になれるよう頑張っていきます。

き
ら
ら
お
ひ
さ
ま
こ
ど
も
園

園
長鈴

木
雅
恵

56

　私は今、個々の可能性を秘めた
子どもたちの中で、「みんな違っ
てみんないい…」と、高齢者支援
の時と同じく、発見あり感動あり
学ぶことの多い毎日です。これか
らも支えてくださるすべての方々
への感謝の気持ちを忘れず、「地
域の宝」となる子どもたちと「人
の心のあたたかさ」を感じ、伝え
合いながら、共に育て・育てられ
る「共育」を目指していきたいと
思います。

佐
々
木
晴
美

き
ら
ら
お
ひ
さ
ま
こ
ど
も
園

副
園
長

　当法人が障がい分野の事業を
始めてから、約 10 年が経過しよ
うとしています。最初は全てが
手探りの状況であり、とにかく
利用者の皆さんと向き合うこと
から始めました。ご本人はもち
ろん、家族や地域の方々、関係
事業所等のご理解ご協力、ご支
援をいただきながら進めてきま
した。これからは感謝の気持ち
を皆さまにお返ししながら、取
り組んでいきたいと思います。

障
が
い
統
括

前
山
千
恵
子

　地域の皆さんからご理解をい
ただき、吉田地域には北地区・
市街地・南吉田地区・粟生津地
区に、それぞれ拠点を設けるこ
とが出来ました。地域の皆さん
との交流を深め、利用者の皆さ
んや地域の皆さんの憩いの場と
なり、「ここに、この施設があっ
て本当に良かった」と言ってい
ただけるよう職員一同、これか
らも頑張っていきます。

地
域
密
着
統
括

中
野
秀
仁
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☎78-7804
地域子育て支援センターきらら

　
青
空
の
１
月
14
日
、
粟
生
津
地
区
伝
統
行

事
の
「
塞
の
神
」
に
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た
。
風
が
冷
た
か
っ
た
で
す
が
、

大
勢
の
人
た
ち
で
賑
わ
い
、
粟
生
津
地
区
の

団
結
力
を
感
じ
た
時
間
で
し
た
。
長
い
棒
を

し
っ
か
り
と
持
ち
、
地
域
の
方
に
交
じ
り
ス

ル
メ
を
焼
い
て
い
る
一
枚
で
す
。

各施設の活動を紹介します。

カメラ
　キャッチ

カメラ
　キャッチ

カメラ
　キャッチ

長善のさと

塞の神行事に参加し
みんなで健康を祈願あさひ

お正月の生け花
一生懸命飾りました

ひまわり

手作り獅子舞でがぶり
無病息災を祈願

みなみよしだ

クリスマスリース作りました
楽しかった家族交流会

　
お
餅
に
門
松
、
お
節
料
理
に
お
年
玉
？
！

お
正
月
の
準
備
で
あ
さ
ひ
の
年
末
は
大
忙
し
。

「
あ
っ
！
お
花
の
準
備
も
し
な
く
ち
ゃ
！
」

見
て
く
だ
さ
い
～
素
敵
な
生
け
花
が
完
成
で

す
。
今
年
も
、
あ
さ
ひ
の
み
ん
な
に
幸
せ
が

ふ
り
そ
そ
ぎ
ま
す
よ
う
に
・
・
・
♡

　
11
月
12
日
、
今
年
度
第
２
回
「
家
族
交
流

会
」
を
行
い
ま
し
た
。
利
用
者
・
家
族
・
職

員
で
食
事
会
を
行
い
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま
し
た
。
久
し

ぶ
り
の
共
同
作
業
を
頑
張
り
ま
し
た
。
真
剣

な
顔
と
出
来
上
が
り
の
笑
顔
。
皆
さ
ん
の
良

い
笑
顔
に
、
１
枚
パ
チ
リ
♪

プロ顔負けの歌に踊り
越後楽笑会のボランティア
プロ顔負けの歌に踊り
越後楽笑会のボランティア

　
手
作
り
の
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
獅
子
舞
」

で
、
利
用
者
の
無
病
息
災
を
祈
念
し
た
お
正

月
の
写
真
で
す
。
獅
子
舞
が
、
が
ぶ
り
と
腕

や
頭
を
噛
み
、
時
に
は
上
半
身
丸
ご
と
飲
み

込
み
な
が
ら
、
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
悲
鳴
を

あ
げ
た
り
大
笑
い
。
に
ぎ
や
か
な
と
っ
て
も

楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

さわらび

クリスマスケーキを
作りました！

　
ご
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
を
作
り
ま
し
た
！
と
っ
て
も
美
味
し
く
で

き
ま
し
た
よ
♪

今月の表紙
　ご利用者の皆さんと可愛い子ども達に囲まれ、地域の皆さ

んに支えられ、吉田福祉会は設立30周年を迎えました。

　私たち自身にも毎日違った時間が流れるように、吉田福祉

会でも数えきれないほどの出来事がありました。ご利用者の

皆さんや子どもたち、それに職員の心にも忘れられず残って

いる出来事があることでしょう。そのひとつひとつが、吉田

福祉会の今につながっています。ほんの一部ですが、吉田福

祉会の「今」を表紙の写真でご紹介いたします。これからも、

皆さんの笑顔や成長をお手伝いできることに幸せを感じ続け

られる吉田福祉会でありたいと思っています。
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越後楽笑会のボランティア
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作
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ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
獅
子
舞
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者
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息
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祈
念
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の
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ぶ
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が
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を

あ
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笑
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に
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し
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き
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マ
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た
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と
っ
て
も
美
味
し
く
で

き
ま
し
た
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今月の表紙
　ご利用者の皆さんと可愛い子ども達に囲まれ、地域の皆さ

んに支えられ、吉田福祉会は設立30周年を迎えました。

　私たち自身にも毎日違った時間が流れるように、吉田福祉

会でも数えきれないほどの出来事がありました。ご利用者の

皆さんや子どもたち、それに職員の心にも忘れられず残って

いる出来事があることでしょう。そのひとつひとつが、吉田

福祉会の今につながっています。ほんの一部ですが、吉田福

祉会の「今」を表紙の写真でご紹介いたします。これからも、

皆さんの笑顔や成長をお手伝いできることに幸せを感じ続け

られる吉田福祉会でありたいと思っています。
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きららおひさまこども園、児童クラブ
にじぐみ、にじぐみキッズの
保護者の皆さんからのアンケート

太陽の園をはじめ
すべての介護・配食サービスの
利用者の皆さんからの
アンケート

太陽の園をはじめ
すべての介護・配食サービスの
利用者の皆さんからの
アンケート

きららおひさまこども園、児童クラブ
にじぐみ、にじぐみキッズの
保護者の皆さんからのアンケート

・配布数　542名

・配　布　平成29年11月1日

・回　収　平成29年12月15日

・回収数　217名

・回収率　40.0％

≪自由に記入していただいた意見等・・・主なもの≫　93件

≪自由に記入していただ
いた意見等…主なもの≫

・落ち着いて過ごせる雰囲気です
　か?

「はい」 どちらかといえば「はい」
いいえ
どちらかといえば「いいえ」

問 ・職員はこどもに笑顔で接して
　いますか?

問

・保育環境整備のため、施設改善
　等が適切に行われていますか?

問・給食メニューは充実しています
　か?

問

・行事に楽しんで参加しています
　か?

問

・こども同士のつながりは良好だ
　と思いますか?

問

・安心して児童クラブに預けられ
　ますか?

問

・お子さんは楽しく生活していま
　すか?

問 ・職員を信頼して施設になじめて
　いますか?

問

・園だよりや掲示板などでのお知
　らせはわかりやすいですか?

問 ・先生や指導員との間で、情報交
　換が行われていますか?

問

≪運営状況について≫

≪こどもの様子について≫

≪情報の提供について≫

《きららおひさまこども園　86件》
・土・日・祝日等も保育してくださり、
大変助かっています。子どもも、毎日
喜んで登園していますし、その日の出
来事をうれしそうに話してくれます。
ありがとうございます。

・先生方はいつも笑顔で、親も元気や
安心感をいただいています。行事もた
くさんあって、楽しませてもらってい
ます。

・若い先生方がイキイキと保育している
姿、とっても素敵です。

・玄関のセキュリティが甘く心配です。
不審者対策のために、しっかりとした
対応をお願いします。

・帰りの時間、駐車場が込みすぎてとて
も危ない。どうにか改善してほしい。

・行事の詳細連絡が配布されるのが、
とても遅いです。家庭のスケジュール
や祖父母へ伝える予定もあるので、も
う少し早くお願いします。

・写真のインターネットでの購入は、と
ても面倒です。見づらいし、とても負
担に感じます。もう少し簡単にできた
らいいと思います。

・子どもが給食大好きなので、家でも作
ってみたいです。給食レシピが知りた
いので、たよりに毎回載せてほしい。

《児童クラブきらら　19件》
・季節に合わせた飾りつけ、長期休業中
の各種イベント企画等、たくさん児童
がいるにもかかわらず、きめ細かな対
応がありがたいです。子どもも楽しみ
にして毎日過ごしています。

《にじぐみ、にじぐみキッズ　16件》
・その都度、その子に合った環境に合わ
せていただきありがとうございます。

・利用するときは見学できないので、文
書による報告だけになっています。一
度、見学できる機会があればよいと思
います。

こ ど も 園

児童クラブ

にじ・キッズ

こ ど も 園

児童クラブ

にじ・キッズ

こ ど も 園

児童クラブ

にじ・キッズ

こ ど も 園

児童クラブ

児童クラブ

こ ど も 園

こ ど も 園

児童クラブ
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こ ど も 園

児童クラブ

にじ・キッズ

こ ど も 園

児童クラブ

にじ・キッズ

こ ど も 園

児童クラブ

にじ・キッズ

●平成29年度保護者アンケート

・配布数　380名

・配　布　平成29年12月１日

・回　収　平成29年12月22日

・回収数　203名

・回収率　53.4％

●平成29年度利用者アンケート

皆さんからの
　アンケート結果を
　　　報告します。

・安心してお任せしています。ただただ感謝です。ありが
とうございます。

・細かく気を遣ってくださり感謝です。
・認知症が進行し介護度も重くなり、急に利用回数を増や
したり相談したりで、職員の応対に感謝しています。

・いつも笑顔で対応してくださり、ありがとうございます。
・ケアマネさん、訪問看護さんたちがよくしてくださり、
持病持ちの私にとって言うことないです。自宅で皆さん
の助けをいただき、母の最期を看取りたいと思っていま
す。不便に感じることはありません。私のことまで心配
していただき、頭が下がります。ありがとうございます。

・お世話大変だとは思いますが、よろしくお願いします。
　頭と体のリハビリに、もっと力を入れていただいたらう
れしいです。

　専門家を入れるほどでもなく、介護士さんでもできるこ
と、もっとあるように思います。体操を毎日したり間違

　い探しをしたりしてくださっていますが、もう少し発展
させたり、回数や時間を増やしていただけないでしょう
か。

・足が弱ってきています。リハビリに通いたくても、介護
保険上限を使っているので、行くこともできないです。
今でも充分手厚い介護をしていただいていると感謝して
いますが、欲を言えばリハビリ的なものがあればうれし
いです。

・入所者が看取り介護になった時、看護員が関わる頻度時
間等を多くしてほしかった。

・職員の方の名前を覚えたいので、名札をつけていただい
たらありがたいです。お互いの信頼関係を築くには、絶
対「名札」は必要かと思います。

・送迎時間が遅くなるときは、連絡してほしいです。
・“こんにちは”と、職員はあいさつできないのでしょうか。
　　

ご利用サービスに
「満足」されていま
すか…?

職員は、気持ちの良
いあいさつや対応が
できていますか…?

苦情や困ったことな
どを、安心して相
談できますか…?

とても良い
70％

ほぼできている
29％

できていない
ことがある

1％

満足
69％

ほぼ満足
30％

やや不満
1％

できる
69％

ほぼできる
31％

できない
場合もある

0％

52％ 38 10

65％ 33 2

74％ 23 3

57％ 38 5

81％ 19

84％ 13 3

59％ 30 11

60％ 40

67％ 29 4

69％ 31

81％ 19

76％ 23 1

86％ 14

75％ 22 3

86％ 14

71％ 26 3

79％ 20 1

75％ 24 1

75％ 23 2

60％ 30 10

65％ 33 2

62％ 28 10

52％ 31 17

63％ 37

61％ 29 10

問 問 問
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地域と福祉をむすぶ  　吉田福祉会広報誌

〒959-0242  新潟県燕市吉田大保町25-15
TEL 0256-93-6464　FAX 0256-77-8412

30th Anniversary
特集 30周年アリガトウ

太陽の園
ひまわりの園
ひまわりの園相談センター
さわらび
ひのくち
あさひ
みなみよしだ

吉田法花堂
吉田大保町
吉田大保町
佐渡山
吉田東町
吉田旭町1
吉田西太田

☎９２-３３３９
☎９２-０７５１
☎９４-７６７６
☎９２-０１００
☎９２-０６５５
☎７８-７５１０
☎９２-３３４０

長善のさと
きららおひさまこども園
きららにじぐみ
きららにじぐみキッズ
児童クラブきらら
あったかハート
サポートハウス若生

粟生津

吉田東栄町

吉田東栄町

吉田法花堂
吉田若生町

☎７７-８６６８

☎７８-７８０４

☎７７-８８１７

☎９４-７０１０
☎７８-７０７７

突撃インタビュー突撃インタビュー突撃インタビュー
サンちゃんの
サンちゃんの

ボランティアをありがとうボランティアをありがとう

きららおひさまこども園で働く、
ニコニコ笑顔が素敵な「いちご組担任　齋藤美咲先生」です！！

子どもたちの日々の成長や笑顔を見ることができ、毎日が楽しい

です！もちろん大変なこともありますが、保育教諭になって本当

に良かったと感じています。

“柔軟性”だと思います。子どもたちや保護者の方たちの気持ちや求めること

を柔軟に受け止め、状況に応じ、視野を広げて物事を見ることができる保育教

諭になりたいです。

絵本や紙芝居の読み聞かせです。小さいころから本が大好きで、

子どもたちにもお話が伝わるよう、自分なりに演じて読み聞かせ

ています。

Q 1 実際に保育教諭として働いてみて、感じたことはありますか？

Q2 先生の得意なことはなんですか？　

Q3 保育教諭には何が一番必要だと思いますか？

音楽クラブ
（阿部 佳代子さま）
　平成２年頃から毎月２回、
太陽の園へ来ていただいてい
る、音楽ボランティアのレ
ジェンドです！
　キーボードの弾き語りで、
唱歌や昭和歌謡を利用者さん
と一緒に歌い、歌の楽しさを
伝えてくださっています。

皆さんの善意に感謝いたします!!

・渡辺 保雄 さま　介護用ベッド

・加藤 和芳 さま　リクライニング車イス

・燕市社会福祉協議会 さま　介護用オムツ

・㈱山下家具店 さま　羽毛布団

・㈱新印青果西部卸売市場 さま

　新印新潟中央青果㈱ さま　　   
果物

・越後吉田ライオンズクラブ さま

・川﨑 正春 さま

（平成29年9月～平成30年2月）

寄附物品

寄附金

編集後記

春ですね～❀私が毎年楽しみにし

ているフルーツトマト旬の時期で

す！そのまま食べても美味しいの

ですが、カプレーゼにしたりカッ

テージチーズを添えていただいて

います～。みなさんもよかったら

お試しくださ～いヽ (*´∀`*)ﾉ　

　　　　　　　　　　　　　小林

この冬は、大雪にインフルエン

ザ大流行に強風に、大変でした

ね。そんな中、何度か今回の記

事の写真を撮りに出かけ、苦労

もしましたが、こうして無事に

作り上げることができてほっと

しています。暖かくなってきた

のはうれしいですが、同時に今

度は花粉との戦いが始まりまし

た…頑張って耐えます(ง `ω´)ง
　　　　　　　　　　　　杉本

施
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アコーディオン演奏
（山崎 紘一さま）

　毎月、みなみよしだへ演奏
しに来ていただいています。
童謡から歌謡曲まで、幅広い
レパートリーでいつも楽しま
せてくださいます。

検 索吉田福祉会

P5　統括たちが語る30年の想い

P6　吉田福祉会が思い描く物語

P7　新しい保育園が仲間入り

P1　地域の皆さんへ

P2　30周年記念事業

P3　30年のあゆみ

P8　   カメラキャッチ

P9　   皆さんからのアンケート結果

P11　スタッフ突撃インタビュー他


